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子供たちがいじめについて考え、いじめを防止する気持ちを育てることを目的とし
て、平成23年度も「練馬区いじめ防止実践事例発表会」を開催しました。

発表会の前半では、いじめ防止ポスターの表彰を行いました。区立小中学校から応
募いただいた28,210点の中から、特に優れた作品30点を選考し一人一人に表彰状
を手渡しました。表彰作品はポスターに掲載していじめ防止の啓発に役立てていきます。

�	「練馬区いじめ防止実践事例発表会」を開催しました

春日小学校 2年　吉浦　拓海 八坂小学校 5年　島田　想 開進第四中学校 1年　戸山　英
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最優秀 春日 吉浦　拓海 八坂 島田　想 開進第四 戸山　英

優　秀
田柄 1 年 2 組共同作品 高松 孫　優実 開進第三 田中　優菜
光が丘四季の香 川崎　日菜子 早宮 富山　菜摘 光が丘第三 井田　衿花
橋戸 山田　希姫 上石神井北 大宅　杏実 大泉 黒田　彩和

入　選

早宮 飯田　力丸 開進第二 坂和　佑紀 豊玉第二 須貝　亮太
春日 石破　栞 旭町 木之下　水都 豊玉第二 武村　美希
練馬 中村　ひまわり 開進第四 中川　弓歌 石神井南 土屋　愛
開進第一 長谷川　陽 北原 渡辺　更紗 大泉桜学園 酒川　龍洋
石神井東 伊藤　葉生 開進第一 鈴木　脩真 石神井西 飯田　悠斗
八坂 齊藤　愛実 大泉北 加藤　麻由 関 藤井　美有

【問合せ】教育指導課 指導主事　〔電話 5984 − 5759〕

�	練馬区いじめ防止ポスター	入賞者	�
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平成24年4月から、教育委員会の組織が変わりました。
組織改正の目的は、練馬区基本構想（平成21年12月策定）に掲げる子供分野の基本政策を実現するため、

乳幼児期から青年期に至るまでの子供に対する総合的かつ切れ目のない成長支援の施策を効率的、効果的
に展開できる体制を整えることにあります。

また、練馬区長期計画（平成22年3月策定）を実施するにあたり、まちの地域力を高める政策と文化芸術・
生涯学習、スポーツ活動を活発にする政策をひとつの計画分野として取り組むこととしており、そのため
の体制を整えることにあります。

組織改正の主な内容は、教育委員会にこども家庭部を新設し、児童手当や子供の医療費助成などの子育
て支援に関すること、保育所、児童館、学童クラブや子ども家庭支援センターの運営に関すること、青少
年の健全育成に関することなどの子供関連施策を担うとともに、これまで教育委員会が所管していた生涯
学習関係団体の指導・育成、生涯学習事業の企画・運営・調整に関すること、スポーツ施策に関すること
を区長部局へ移管するものです。

教育委員会では、組織改正による新たな体制のもとで、次代を担う子供たちの健やかな育成をより一層
推進していくこととしています。

�	教育委員会の組織改正

組 織 概 要

�	練馬区教育振興基本計画の策定
教育委員会では、次代を担う子供たちが、生き生きと、健康で、未来に対して夢や希望を抱き成長できるように、「地

域の絆で育む心身ともに健康で知性と感性に富み、人間性豊かな子供」を基本理念とした練馬区教育振興基本計画を策
定します。

この計画では、基本理念に基づき、①「生きる力」を育む教育の推進、②学校・家庭・地域が協働し、社会全体で教育
に取り組む、③練馬らしさを活かした教育の推進を、今後、10年間を通じて目指すべき教育の姿として掲げ、15の基
本施策と79の主な取組を体系化し、計画的に取り組むこととしています。

計画の素案について、平成24年3月22日（木）から平成24年4月10日（火）まで区民意見反映制度（パブリックコ
メント）により、広くご意見を伺い、これらを踏まえ、5月に計画を策定する予定です。

【問合せ】教育総務課 庶務係　〔電話 5984 − 5609〕

教 育 総 務 課

教 育 企 画 課

学 務 課

施 設 給 食 課

教 育 指 導 課

総合教育センター

図 書 館

こ ど も 家 庭 部

子 育 て 支 援 課

保 育 課

保育計画調整課

青 少 年 課

子ども家庭支援センター

・ 教育委員会に
 関すること
・ 区立学校および

区立幼稚園に
 関すること
・ その他学校教育

に関すること
・ 図書館に関する

こと

・ 児童福祉に
 関すること
・ 青少年に
 関すること

※

※

教 育 振 興 部 ※

※ は名称の変更
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�	平成24年度の練馬区教育委員会教育目標を決定しました
練馬区教育委員会は、「練馬区基本構想」で掲げる「と

もに築き　未来へつなぐ 人とみどりが輝く わがまち
練馬」の実現をめざし、次代を担う子供たちの健やかな成長を支援し
ていきます。

学校教育にあっては、教育基本法の精神にのっとり、人間尊重の精
神を基調とし、学校・家庭・地域社会との緊密な連携のもとに、心身
ともに健康で知性と感性に富み、人間性豊かな子供の育成を図ります。

また、児童福祉にあっては、児童福祉法の精神にのっとり、子供の
最善の利益を図ることを基調とし、子供自らの「育つ力」と家庭の「育
てる力」を大切にしながら、地域社会との連携のもとに、心身ともに
健やかな子供の育成を図ります。

｢教育目標｣を達成するため、総合的かつ一体的に、
以下の基本方針に基づき施策を推進します。
♳ 人権尊重の精神と社会貢献の精神の育成
♴ 豊かな個性と創造力の伸長
♵ 家庭教育の支援と子供たちの健全育成の推進
♶ 子供に対する一貫した成長支援
♷ 自然環境の保全と文化遺産の保存・活用・継承
※教育目標の全文は、区ホームページでご覧いただけます。

�	平成24年度の教育予算の概要をお知らせします
前頁の組織改正に伴い、教育予算は教育振興部関連の予算である『教育費』とこども家庭部関連の予算である『こど

も家庭費』の2本立てとなります。これにより、平成24年度の教育予算は711億8,584万円に上り、区予算全体の
約31.3％もの大きな割合を占めることとなりました。

この教育予算の中で、教育費では、学力の向上、豊かな心の育成および健康・体力の増進を図るための教育内容の
充実や、安全安心な教育環境の整備などに取り組みます。また、こども家庭費では、地域全体で子供を守り育てる仕
組みづくりを進め、成長段階に応じた切れ目ない支援施策を推進します。

平成24年度の主な事業
★教育費（230億2,318万円）

★こども家庭費（481億6,267万円）

幼稚園、保育所と小学校との連携強化 （98万円）
　幼児期と児童期をスムーズに接続し、子供の発達や学
びの連続性を確保するため、（仮称）幼保小連携推進協議
会を設置し、連携の進め方や事業展開、合同研修などに
ついて検討を行います。

小中一貫教育の全区的展開に向けて
（574万円）

　小中一貫教育校大泉桜学園および小中一
貫・連携教育研究グループ小中学校10組
22校の取組と成果を発表するフォーラム
を開催します。また、小中学校の教員が協
力して小学生を指導する「乗り入れ授業」を
一部の小中学校で試行的に実施します。

保育所待機児童対策
（7億4,268万円）

　保育所待機児童対策として、区
有地を活用して誘致する1園を
含む私立認可保育所6園について、
開設経費等の補助を行うとともに、
平成24年度中の開設を目指して、
新たな認証保育所3所を誘致します。

学童クラブと学校応援団の
連携強化   （1億8,195万円）
　平成24年度は、学童クラブ室
2か所の学校内への移設、学童ク
ラブ室と応援団ひろば室の併設
型施設1か所の設計を実施します。
また、夏休みの居場所づくり事業
を1か所において実施します。

区立保育所の運営業務委託
（8億1,265万円）

　区立保育所において、民間活
力の導入による効率的な運営お
よび保育サービスの充実を図る
ため、平成24年4月に3園で運
営業務委託を開始するとともに、
新たに25年度以降の運営業務
委託へ向けた準備を行います。

区立小中学校の改築と安全対策の強化
（15億5,990万円）

　谷原小学校の校舎等改築工事を進めるほか、平成
25年度改築に向けて豊玉第二中学校の実施設計、平
成26年度改築に向けて新たに開進第四中学校の基本
設計に取り組みます。さらに、従来の定期点検に加え、
体育館の天井材や照明器具など学校施設の個別の非
構造部材についての安全点検を順次実施します。

「こどもと本のひろば」の整備
（2億6,613万円）

　小学校低学年までの乳幼児・児童など低年齢
から読書に親しむ機会を提供するため、平成25
年4月の開設を目指し、南大泉図書館の分室と
して「こどもと本のひろば」の整備を進めます。

【ホームページアドレス】http://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/gakko/mokuhyo.html
【問合せ】教育総務課 庶務係　〔電話 5984 − 5609〕

【教育目標】



4

教育だより 平成 24 年 4 月 27 日第 159 号

現在練馬区の中学校には、運動部と文化部をあわせ約500の部活動があり、教員が日々熱意をもって指導
にあたっています。生徒は、興味関心をもつスポーツや文化的な活動に自主的に取り組むことで、成就感や達
成感を味わうとともに責任感をもてるようになります。また、部活動を通して仲間と互いに協力し合い、友
情を深めるなど、好ましい人間関係を築くことができるのも大きな教育的意義の一つです。

しかし、顧問となる教員のすべてがそれぞれの活動の専門知識や技術をもち合わせて
いる訳ではありません。また、顧問として十分な指導力があっても、いずれは別の学校
に異動することになります。そのような時、技術指導において顧問を支え、生徒が安心
して部活動に打ち込めるよう支援する仕組みが外部指導員制度です。現在練馬区では、
地域の方や大学生など約300人の外部指導員が日々の部活動の支援にあたってくださっ
ています。また、教育委員会では平成22年度から練馬区立中学校部活動人材バンクを
立ち上げ、練馬区体育協会、練馬区文化団体協議会、近隣の大学等の協力を得て、学校
が求める指導技術等を有した外部指導員を短期間の内に確保できるように工夫しました。

これからも、生徒が夢や目標に向かって自分の力を磨き、自己実現を図ることができ
る魅力ある部活動の環境整備に向け、支援を継続してまいります。

�	学校応援団の紹介	 №❸
地域の方が中心となって、放課後の児童の遊び場の確保・異年齢児の交流・読書の推進を図る

組織「学校応援団」。今回は田柄小学校応援団の様子をご紹介します。

田柄小学校応援団ひろば事業開始

	 <シリーズ>

�	子供たちの健やかな成長のために～部活動外部指導員～

平成24年2月1日、
田柄小学校において、

放課後の子供たちの安全で安心な居場所をつくる
「ひろば事業」が始まりました。田柄小のひろばに
参加する児童は、ひろばが開設している曜日には
授業が終了した放課後に、校庭・図書室・ひろば
室で遊ぶことができます。

大人達の見守りの中、子供たちはひろば室で宿
題に励んだり、おもちゃで遊んだりしています。
また、図書室では熱心に本を読む姿、校庭ではド
ッジボールや鬼ごっこをして遊ぶ姿が見受けられ
ます。子供たちは、それぞれ思い思いの放課後を、
のびのびと自由に過ごすことができ、とても楽し
そうです。

練馬区では、現在、区立小学校全65校において、
ひろば事業が実施されています。今後も子供たち
の笑顔があふれるような「放課後の子供達の居場
所づくり事業」を進めていきます。

【問合せ】子育て支援課 学校応援団・開放係　〔電話 5984 − 1057〕

平成24年3月20日（火）味の素スタジ
アムで第3回中学生「東京駅伝」大会が開催
されました。今大会には都内50の区市町
村を代表する中学校2年生中心の駅伝チー
ムが出場しました。練馬区代表チームは女
子第4位、男子第5位と健闘し、総合第4
位の成績を収めました。

�	第３回中学生「東京駅伝」大会	練馬区総合第４位入賞！

【問合せ】教育指導課 指導主事　〔電話 5984 − 5759〕

【問合せ】教育指導課 指導主事　〔電話 5984 − 5759〕
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�	幼児と児童の交流を進めていきます！
幼児期の教育は、小学校以降の生活や学習などの基礎を培う

極めて重要なものであることから、「幼稚園教育要領」、「保育所
保育指針」や「小学校学習指導要領」において、幼児と児童の交流
など幼稚園・保育所と小学校との連携が求められています。

また、近年、小学校への入学当初の子供たちに、“ 授業に集中
できない ”、“ 先生の話が聞けず授業が成立しない “ などの状況
が見受けられます。

幼児期の教育と小学校の教育は，双方が連携して子供たちが
充実した生活を送れるよう、それぞれのつながりや成長を意識
した取組を行うことが必要であり、現在、小学校入学前の幼児
が小学校を訪問して児童と交流する “ 学校見学 ” や “ 小学生体験 ”
など、さまざまな取組が始まっています。

幼児と児童の交流などを通して、児童への憧れや小学校生活へ
の期待感を高めて小学校入学時の不安解消を図るとともに、児
童が自身の成長を感じて幼児への思いやりの気持ちを育めるよ
う、これまでの取組を踏まえながら充実していきます。

【問合せ】教育企画課 幼保小連携担当係　〔電話 5984 − 1290〕

�	鹿島茂コレクション２	バルビエ×ラブルール
	 －アール・デコ、色彩と線描のイラストレーション－

練馬区立美術館ではフランス文学
者・鹿島茂氏の膨大な古書コレクシ
ョンを連続して紹介しています。第
2回目にあたる本展では、アール・
デコ期を中心に活躍した共にフラ
ンス、ナント出身の2人の画家ジョ
ルジュ・バルビエ（1882-1932）
とジャン＝エミール・ラブルール

（1877-1943）を紹介します。

【ホームページアドレス】http://www.city.nerima.tokyo.jp/manabu/bunka/museum/
【問合せ】練馬区立美術館　［電話 3577 − 1821］

バルビエ
『ジュルナル・デ・ダム・エ・デ・モード』
より1912－14 年

ラブルール
「ひき蛙の歌手」『私好みのページ』
1928 年

■ 会　　　期： 平成24年4月8日●日～ 6月3日●日
■ 開館時間： 午前10時～午後6時（入館は5時30分まで）
■ 休 館 日： 月曜日（ただし、4月30日●月 ㉁ は開館、翌5月1日●火が休館）
■ 観 覧 料： 一般500円／高・大学生、65～74歳300円／
  中学生以下、75歳以上無料（その他各種割引有り）
■ 主　　　催： 練馬区立美術館・読売新聞社
■ 後　　　援： フランス大使館
■ 協　　　賛： ラ・フォル・ジュルネ・オ・ジャポン
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�	練馬区立幼稚園・小中学校では、
	 校（園）内研究を通して授業改善に努めています

教育委員会は教育課題研究指定校等を指定し、分かる授業・楽しい授業づくりを進めています。平成24年度は下記
の幼稚園・小中学校・小中一貫教育校が発表を予定しています。発表日には他園・他校の教員、保護者、地域の方にも
授業を公開し研究成果を発表しています。

❖ 教育課題研究指定校
学校名 教育課題 発表日

豊玉南小学校 学力向上 平成 25 年  1 月 18 日金

練馬東小学校 学力向上 平成 24 年 11 月 30 日金

富士見台小学校 学力向上 平成 24 年 11 月 9 日金

光和小学校 豊かな心 平成 24 年 12 月 18 日火

大泉桜学園 小中一貫 平成 25 年  2 月 8 日金

谷原小学校 学力向上 平成 25 年度

石神井西中学校 学力向上 平成 25 年度

開進第三小学校 豊かな心 平成 25 年度

開進第三中学校 豊かな心 平成 25 年度

光が丘秋の陽小学校 言語活動の
充実 平成 25 年度

石神井東小学校
石神井東中学校 小中一貫 平成 25 年度

❖ 特別支援学級発表校
学校名 研究領域等 発表日

上石神井北小学校 全教育活動 平成 24 年 11月 20日火

南田中小学校 全教育活動 平成 24 年 12月 21日金

谷原中学校 全教育活動 平成 24 年 12月 13日木 【問合せ】教育指導課 指導主事　〔電話 5984 − 5759〕

�	小中一貫教育を進めています	�
小中一貫教育校「大泉桜学

園」および10組の研究グルー
プ（下記の22校）で小中一貫
教育の実践を始めています。

研究グループでは、子供た
ちや先生同士の交流を進めな
がら、学習指導上の連携に取
り組んでいます。研究グルー
プは25年度から順次増やし、
全中学校区へ広げる計画です。

小中一貫教育の研究グループ
〈旭丘中・旭丘小・小竹小〉 〈豊玉第二中・豊玉第二小・
豊玉東小〉 〈練馬中・春日小〉 〈豊渓中・旭町小〉 〈光が丘
第一中・光が丘四季の香小〉 〈光が丘第三中・光が丘夏
の雲小〉 〈石神井南中・下石神井小〉 〈上石神井中・上石
神井小〉 〈三原台中・泉新小〉 〈八坂中・八坂小〉

【問合せ】
教育企画課 新しい学校づくり担当係　〔電話 5984 − 1034〕

�	区立幼稚園適正配置実施計画	�
教育委員会では、光が丘地区に4園ある区立

幼稚園のうち2園を廃止する「区立幼稚園適正配
置実施計画」を策定しました。光が丘あかね幼稚
園と光が丘わかば幼稚園は、平成26年3月末を
もって廃園となります。
「区立幼稚園適正配置実施計画」は区ホームペ

ージに掲載するとともに、教育委員会事務局教
育振興部学務課（区役所本庁舎12階）で配布して
います。

今後の区立幼稚園では、「特別支援教育の推進」
「幼小連携に係る指導的役割」「幼保の連携と一
体化」「子育て支援活動の充実」「私立幼稚園と
の連携」の5項目を柱として、区内の幼児教育の
向上を図ってまいります。

【ホームページアドレス】
http://www.city.nerima.tokyo.jp/kurashi/
kyoiku/yochien/tekihai_kuritsuyo.html

【問合せ】学務課 学事係　〔電話 5984 − 5659〕

❖ 教育研究校（園）
学校（園）名 研究領域等 発表日

光が丘あかね幼稚園 人間関係 平成 24 年 11 月 16 日金

練馬第三小学校 理科 平成 24 年 11 月 29 日木

石神井小学校 生活・総合的
な学習の時間 平成 24 年 11 月 2 日金

大泉第六小学校 全教科 平成 25 年  1 月 25 日金

大泉北小学校 体育 平成 24 年 11月 22 日木

橋戸小学校 算数 平成 24 年 12 月 14 日金

光が丘むらさき幼稚園 全領域 平成 25 年度

立野小学校 国語 平成 25 年度

大泉第一小学校 国語 平成 25 年度

大泉東小学校 体育 平成 25 年度

中学校の授業を体験する小学生たち
（豊渓中・旭町小研究グループ）
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�	小学校２校で新たに知的障害学級を開設しました
近年、知的障害学級に在籍する児

童数は増加傾向にあります。練馬区
では特別支援学級を地域にバランス
よく配置するため、計画的に増設を
進めています。平成24年度は、開
進第二小学校、大泉第三小学校の2
校に知的障害学級を開設しました。
今回の開設で、小学校の知的障害学
級は15校となりました。

学級の愛称
開進第二小学校　あおぎり学級
大泉第三小学校　いちょう学級

【問合せ】
学務課 就学相談係　〔電話 5984 − 5664〕

�
「平成 23年度　教育に関する事務の管理および執行の状況の

�点検・評価（平成22年度分）報告書」をご覧いただけます。
教育委員会では、毎年、その権限に属する事務の管理および執行の状況について点検・評価を行い、その

結果に関する報告書を作成し、練馬区議会に提出するとともに、区民の皆さまに公表しています。
平成23年度の教育に関する事務の管理および執行の状況の点検および評価を実施し、報告書を作成しま

したので、その結果を区ホームページに掲載しています。

�	教育委員会の動き（平成24年1月～3月）
平成24年1月から3月までの教育委員会は、定例会6回、臨時会3回を開催いたしました。
主な議案、協議等は下記のとおりです。詳細な案件につきましては区ホームページもしくは下記【問合せ】にてご確認

ください。

 〔議　案〕 ・ 平成24年度教育関係当初予算案について
  ・ 平成24年度練馬区教育委員会教育目標の制定について
  ・ 平成23年度教育に関する事務の管理および執行の状況の点検・評価（平成22年度分）報告書について
  ・ 区立幼稚園適正配置実施計画の策定について　
  ・ 練馬区教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則 （他24件）　

 〔協　議〕 ・ 区立幼稚園の適正配置について　　　・練馬区教育振興基本計画の策定について
  ・ 平成23年度教育に関する事務の管理等に係る点検・評価について　
  ・ 平成24年度練馬区教育委員会教育目標について　　　・平成23年度卒業式「お祝いの言葉」について

～教育委員会は傍聴できます～
教育委員会では、教育行政全般について、審議・決定しています。開催日、議題およびこれまでに開催した会

議の詳しい内容については、区ホームページに掲載しています。会議はどなたでも傍聴できます。傍聴を希望す
る方は、開催場所を確認の上、開催当日に手続をしてください。なお、傍聴の受付は会議開始時間の30分前か
ら始め、傍聴者が18名に達した時点（原則として先着順）で締め切らせていただきます。

【ホームページアドレス】http://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/gakko/kyoikuiinkai/index.html
【問合せ】教育総務課 庶務係　〔電話 5984 − 5609〕

【ホームページアドレス】http://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/gakko/tenken_kyoka/index.html
【問合せ】教育総務課 庶務係　〔電話 5984 − 5609〕

○知的障害学級の年度別状況 （各年５月１日現在　※２４年度は４月7日現在）
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�	石神井公園ふるさと文化館♪♪
収蔵品企画展「刀装具－中山コレクション－」展

区内在住の中山彬氏が長年にわたって収集した江戸時代の鐔（つば）をはじめ、多彩な
意匠が凝らされた刀装具のコレクション約120点を紹介します。会期中には、学芸員に
よる展示解説会を開催します。詳しくは、区ホームページをご覧ください。

会　期　4月28日●土～ 6月3日●日 午前9時～午後6時　
休館日　月曜日（ただし、4月30日●月㉁は開館、翌5月1日●火が休館）
場　所　石神井公園ふるさと文化館（練馬区石神井町5－12－16）
観覧料　無料

ギャラリー企画展「ホタル－生命の輝き－写真展」
かつて練馬区では、石神井川や三宝寺池などでホタルが飛び交う光景が見られました。

今では見ることができなくなってしまったゲンジボタルに関する写真パネルを展示し、
ホタルの生態を紹介します。

会　期　6月13日●水～ 7月31日●火 午前9時～午後6時　 
休館日　月曜日（ただし、7月16日●月 ㈷は開館、翌7月17日●火が休館）
場　所　石神井公園ふるさと文化館（練馬区石神井町5－12－16）
観覧料　無料

�	ゴールデンウィークは石神井公園ふるさと文化館であそぼう！	�
平成24年4月29日日・㈷～ 5月6日日にゴールデンウィークの催しを行います。事前予約不要、当日会場受け付けです。

日　時 定 員 内　容 場　所 参加費

4/29 ●日 ㈷ 13:00 ～ 15:00 20 名
（先着） タイルのコースターをつくろう 石神井公園

ふるさと文化館
150 円
（材料費）

4/30 ●月 ㉁ 13:00 ～ 15:00 20 名
（先着） 昔あそび体験－折り紙－ 旧内田家住宅 無料

5/3●木 ㈷・4●金 ㈷ 13:00～15:00 20 名
（先着） 昔の衣装を着てみよう 石神井公園

ふるさと文化館 無料

5/5 ●土 ㈷ 13:00 ～ 15:00 20 名
（先着） かぶとを折ろう 旧内田家住宅 100 円

（材料費）

5/6 ●日 13:00 ～ 15:00 50 名
（先着） シャボン玉であそぼう 旧内田家住宅 70 円

（材料費）

4/29●日 ㈷・5/4●金 ㈷・5/6●日
14:00 ～ 16:00 なし 昔の商店再現「池淵玩具店」 石神井公園

ふるさと文化館
100 円
（玩具代）

【問合せ】石神井公園ふるさと文化館　〔電話 3996 − 4060〕

�	教育相談室をご利用ください
教育相談室では、不登校やいじめ、発達の遅れなど、子供や保護者の方のさまざまな悩みに対し、教育・心理・医療の専

門スタッフが相談に応じています。相談の内容に応じて、カウンセリング、プレイセラピー、箱庭療法等を行います。相談
室は区内に3か所あります。ご都合のよい相談室にお申込ください。また、電話での相談や
子供電話相談も行っていますので、お気軽にご相談ください。　※来室のご相談は予約制です。

受付日時　月～土曜　午前9時～午後5時（金曜は午後6時まで）　※祝休日を除く
来室相談申込・電話相談　各教育相談室へ　　　

　　　　● 練馬教育相談室（豊玉北5－15－19） ℡ 3991－3666
　　　　● 光が丘教育相談室（光が丘3－3－1－102） ℡ 5998－0091
　　　　● 関教育相談室（関町北1－21－15） ℡ 3928－7200

　【ホームページアドレス】
http://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/gakko/kyoikucenter/kyoikusodan/kyoikusodanshitsu.html

【問合せ】総合教育センター　〔電話 3904 − 4881〕

 


